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１ 教科の目標（講座のねらい） 

・「音楽Ｉ」の学習を基礎にして，生徒一人一人の能力・適性，興味・関心等に応じた学習活動の充実

を図り，個性豊かな表現の能力と主体的な鑑賞の能力を伸ばす。 

・音楽の諸活動を通して，生涯にわたって音楽を愛好していこうとする心情を育てる。 

・日本及び世界の様々な音楽にふれ，楽曲そのものだけでなく，文化的・歴史的背景などを踏まえた

広い視野をもって音楽に目を向け，音楽文化への理解を一層深める。 

 

２ 育てたい生徒像 

「音楽Ⅱ」では，「音楽Ⅰ」の学習経験を基盤として，生徒一人一人が音楽を永続的に愛好する心情

をはぐくむとともに，生涯にわたって豊かな音楽活動をするための基になる力を確実に身に付けさせた

い。そのため，生徒自らが感性を働かせて思考・判断しながら表現する場の設定や，根拠をもって自分

なりに批評するなど，主体的に音楽とかかわりながら鑑賞する場の設定を工夫する。 

 具体的には，第一に歌唱や器楽の学習活動において独唱(奏)，小アンサンブル，合唱(奏)などの様々

な規模・形態の表現活動を取り入れる。教材に応じて表現方法や規模・形態を選択できる場を設け，自

分の目指す音楽表現をするための課題を主体的に解決できるよう支援したい。第二には，表現領域の学

習において一人一人が音楽について思考・判断したことを様々な方法で表現する場を設ける。音楽を形

づくっている要素やそれらの働きの知覚・感受に基づく音楽表現はもちろんのこと，音による表現だけ

でなく，調査研究やレポート発表，討論などの課題も取り入れ，音楽との多様なかかわり方に関心をも

たせたい。また，鑑賞領域の学習では，曲や演奏について自分なりに価値判断し，言葉や文章などで表

す活動を行う。第三には，世界の様々な音楽や日本の伝統音楽などにこれまで以上に幅広く親しませ，

諸文化とのかかわりなど広い視野で音楽を捉えられるような題材を設定する。音や音楽を表現したり鑑

賞したりする音楽の学習や楽しみ方に加えて，楽曲の背景となる文化や社会とのかかわりといった多様

な視点からの学習や楽しみ方を追究させたい。 

これらの取り組みによって，生徒一人一人が生涯にわたって音楽を愛好する心情や音楽文化を尊重す

る態度を育み，音楽とのかかわりを自らの力で開拓していくことができるようになると考える。 

 

３ 授業の内容と学習方法 

（1） 日本の伝統音楽や世界の様々な音楽について，文化的・歴史的背景の学習とともに，発声の特徴

を生かして歌うなどの具体的な音楽表現を通して理解を深められるようにする。 

（2） 音楽を形づくっている要素の働きが楽曲の特徴にどのような役割を果たしているかを一層理解

できるよう，表現教材の学習と創作や鑑賞の学習の有機的な関連に配慮して題材を構成する。 

（3） 音楽文化についての理解を深めるために，音楽が絵画などの諸芸術や他の文化と互いにどのよう

に影響し合って発展してきたかを考えられるような題材を構成する。 

（4） 表現教材の学習にあたっては内容に応じて選択制を取り入れ，「音楽Ⅰ」で身に付けた創造的な

表現の能力を個性豊かな表現の能力に伸長できるよう独唱(奏)，小アンサンブル，合唱(奏)など

の様々な規模・形態の表現活動を取り入れる。 

（5） 音楽との多様なかかわり方に関心をもたせ，思考・判断し，自らの考えを伝える力を伸ばすため，

長期休業中に課題レポートを課す。 

 

芸術科 ｢音楽Ⅱ｣ 

 

シラバス 

単位数 ２単位 担当者  

学科・学年・学級 科 第 学年  組 
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Music ViewⅡ改訂版　年間指導計画・評価規準例 B

表現／鑑賞 鑑賞

主教材
副教材

代替え教材
音楽への関心・意欲・態度 音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能 鑑賞の能力 ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ エ （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８）

4
作曲者の意図を読み解

いてみよう

詩を味わい，作曲者の創作意
図を感じ取りながら，音楽を形
づくっている要素との関連に気
づいて歌唱表現する。

歌唱

〇風の子供
〇落葉松
◇What Is Composition? ―楽
譜に隠された秘密を探して―

〇 ○ ○ ○ ○ 〇

 歌詞と曲想とのかかわりや作曲者の創
作意図に関心をもち，イメージをもって
歌うことに主体的に取り組もうとしてい
る。

リズム，速度，旋律，強弱，形式，構成
を知覚し，それらの働きが生み出す特
質や雰囲気などを感受して，曲想を歌
詞の内容とかかわらせて理解しながら，
どのように歌うか表現意図をもってい
る。

作曲者の創作意図を踏まえ，曲想を歌
詞の内容とかかわらせて感じ取り，イ
メージをもって音楽表現をするために，
必要な歌唱の技能を身に付け，個性豊
かに表している。

○ ○ ○ 〇 〇

5
プレゼンテーション

「私の好きな音楽と作曲
家」

楽器の音色の特徴と表現上の
効果とのかかわりを理解して
鑑賞し，楽曲の文化的・歴史的
背景について理解を深めて，
それらの価値についてプレゼ
ンテーションをする。

鑑賞 ○ ○ ○ ○ ○

様々な時代の音楽や作曲家の特徴と，
その文化的・歴史的背景との関連に関
心をもち，鑑賞すること，プレゼンテー
ションすることに主体的に取り組もうとし
ている。

音楽を形づくっている要素を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や雰囲気な
どを理解しながら，楽器の音色の特徴と
表現上の効果とのかかわりを感じ取っ
て楽曲を解釈し，それらの価値を考えて
音楽に対する理解を深め，よさや美しさ
を主体的に味わって聴いている。

○ ○ ○ 〇 〇

6
構成を工夫して音楽をつ

くろう

動機の特徴を生かし，反復，変
化，対照などの構成を工夫し
て，イメージをもって創作する。

創作

◇動機から音楽をつくろう
◇What Is Composition? ―楽
譜に隠された秘密を探して―
◆楽典

◇『どじょっこ ふなっこ』で変奏曲
をつくろう
◇音素材の特徴を生かして音楽
をつくろう
◇音階から音楽をつくろう
□Agbekor

○ ○ ○ ○

動機の特徴を生かして，反復，変化，対
照などの構成を理解して工夫し，イメー
ジをもって音楽をつくることに意欲的に
取り組もうとしている。

 リズム，テクスチュア，形式，構成を知
覚し，それらの働きが生み出す特質や
雰囲気などを理解しながら，動機の特
徴を生かして，反復，変化，対照などの
構成を考え，イメージをもって音楽表現
を工夫し，どのように音楽をつくるのか
表現意図をもっている。

動機の特徴を生かし，反復，変化，対照
などの構成を理解して，イメージをもっ
て音楽表現をするために，必要な技能
を身に付け，創造的に表している。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

7
楽器の特徴を生かした
アンサンブルの楽しみ

リコーダー，ギターの音色や奏
法の特徴と表現上の効果との
かかわりを理解し，曲想にあっ
た音楽表現を工夫して，イメー
ジをもってグループごとに演奏
する。

器楽 〇 ○ 〇 〇

リコーダー，ギターの音色や奏法の特徴
と表現上の効果とのかかわりを理解し，
それらを生かして演奏することに関心を
もち，主体的に取り組もうとしている。

リコーダーやギターの音色，テクスチュ
ア，形式，構成を知覚し，それらの働き
が生み出す特質や雰囲気などを理解し
ながら，様々な表現形態の特徴を生か
した音楽表現を工夫し，どのように演奏
するか表現意図をもっている。

リコーダー，ギターの奏法やその特徴を
生かした音楽表現をするために必要な
技能を身に付け，個性豊かに表してい
る。

○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇

9
諸外国の芸術歌曲を味

わう

イタリア語・ドイツ語・フランス語
の特性を味わい，曲想を歌詞
の内容や楽曲の背景とかかわ
らせて理解し，個性豊かに歌
う。

歌唱

〇夢
〇音楽に寄す
〇愛の讃歌
◆豊かな歌声のためのエクサ
サイズ

○女心の歌
○蓮の花
○夢のあとに

〇 ○ ○ 〇 ○

曲想と歌詞が表す情景や心情，楽曲の
背景，イタリア語・ドイツ語・フランス語の
言葉の特性とのかかわりを理解し，イ
メージをもって歌うことに主体的に取り
組もうとしている。

リズム，速度，旋律，テクスチュア，強弱
を知覚し，それらの働きが生み出す特
質や雰囲気などを感受して，曲想を歌
詞が表す情景や心情，楽曲の背景，イ
タリア語・ドイツ語・フランス語の言葉の
特性とかかわらせて理解しながら，音楽
表現を工夫し，どのように歌うか表現意
図をもっている。

曲想を歌詞の内容や楽曲の背景，イタ
リア語・ドイツ語・フランス語の言葉の特
性とかかわらせて感じ取り，イメージを
もって音楽表現をするために必要な発
声，言葉の発音，呼吸法，読譜の仕方
を身に付け，個性豊かに表している。

○ ○ ○ 〇 〇 〇

10 音階の不思議

 音階の特徴を生かした旋律を
つくり，音楽を形づくっている要
素の働きや構成を工夫して，
自己のイメージにあった音楽を
創作する。

創作

◇音階から音楽をつくろう
◇What Is Composition? ―楽
譜に隠された秘密を探して―
◆楽典

◇『どじょっこ ふなっこ』で変奏曲
をつくろう
◇音素材の特徴を生かして音楽
をつくろう
◇動機から音楽をつくろう

○ ○ 〇 ○ ○ ○

音階が醸し出す楽曲の雰囲気を感じ
取って理解し，旋律をつくることに関心
をもち，イメージをもって音楽をつくるこ
とに主体的に取り組もうとしている。

音色，リズム，旋律，テクスチュア，形
式，構成を知覚し，それらの働きが生み
出す特質や雰囲気などを理解しなが
ら，音階の特徴を生かした旋律をつく
り，イメージをもって音楽表現を工夫し，
どのように音楽をつくるか表現意図を
もっている。

音階から旋律をつくるために必要な創
作の技能を身に付け，創造的に表して
いる。

○ ○ 〇 〇 〇

11 歌唱表現の工夫

いろいろな歌唱曲に親しむとと
もに，曲想を歌詞の内容や楽
曲の背景とかかわらせて理解
し，表現を工夫しながら，グ
ループごとに多様な表現形態
による歌唱をする。

歌唱 ○ ○ ○ ○
様々な表現形態による歌唱活動に関心
をもち，それらの演奏効果を生かして歌
うことに主体的に取り組もうとしている。

リズム，速度，旋律，強弱を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や雰囲気な
どを理解しながら，様々な表現形態によ
る歌唱の特徴を生かし，歌詞の内容と
かかわらせて，どのように歌うか表現意
図をもっている。

曲想を歌詞の内容とかかわらせて，イ
メージをもって音楽表現をするために必
要な歌唱の技能を身に付け，創造的に
表している。

○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇

箏の音色や奏法の特徴と表現
上の効果とのかかわりを理解
して，表現を工夫する。またそ
の音楽表現に必要な技能を身
に付ける。

器楽 ○ ○
 箏の音色に関心をもち，基礎的な奏法
を身に付けて，それらを生かして演奏す
ることに主体的に取り組もうとしている。

箏の音色や旋律の特徴を知覚・感受し
ながら，音楽表現を工夫し，どのように
演奏するか表現意図をもっている。

箏の奏法の特徴を生かした音楽表現を
するために，必要な技能を身に付け，個
性豊かに表している。

○ ○ ○ 〇 〇 〇

能の特徴を理解して，それらの
文化的・歴史的背景に関心を
もって鑑賞し，作品のよさや面
白さ，価値について考える。

鑑賞 〇 〇 〇 〇 〇
能の特徴を理解し，それらの文化的・歴
史的背景に関心をもって，鑑賞すること
に主体的に取り組もうとしている。

音楽を形づくっている要素を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や雰囲気な
どを感受しながら，能の特徴を理解し，
それらの価値を考えて音楽に対する理
解を深め，よさや美しさを主体的に聴い
ている。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 音楽会を開こう!

音楽Ⅱの授業で学んだ教材の
中から，グループで選んだ楽
曲や創作した楽曲について演
奏発表を行い，演出上の効果
も検討しながら音楽会をつく
る。

歌唱
器楽
創作

〇□これまで取り扱った教材よ
り選択

(○) (○) (○) (○) (○) (○) (○) (○)

グループで選曲，または創作した楽曲
の特徴や雰囲気，楽器の音色や奏法，
演奏形態などを生かして，表現すること
に主体的に取り組もうとし，演奏発表会
の企画・演出をすることに主体的に取り
組もうとしている。

グループで選曲，または創作した楽曲
の特徴や雰囲気，楽器の音色や奏法，
演奏形態などを生かして，音楽表現を
工夫し，どのように歌うか，演奏するか，
また創作するか表現意図をもっている。

創意工夫をした音楽表現をするため
に，必要な歌唱や器楽，創作の.技能を
身に付け，個性豊かに表している。

(○) (○) (○) (○) (○) (○) (○) (○) (○) (○) (○) (○) 〇 (○) 〇

郷土の音楽に親しむ 歌唱

 声や楽器の音色の特徴やその表現上
の効果，楽曲の文化的・歴史的背景と
のかかわりに関心をもち，表現すること
に主体的に取り組もうとしている。

わが国及び世界の音楽における，声・
楽器の音色やリズム，旋律を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や雰囲気な
どを理解しながら，楽曲の背景とかかわ
らせて，どのように表現するか表現意図
をもっている。

わが国及び世界の音楽の特徴を生かし
た音楽表現をするために，必要な歌唱
の技能を身に付け，個性豊かに表して
いる。

○ ○ ○ 〇 〇 〇

世界のいろいろな声・楽
器

鑑賞

わが国及び世界の音楽における声や楽
器の音色の特徴や表現上の効果，その
文化的・歴史的背景に関心をもち，鑑賞
することに主体的に取り組もうとしてい
る。

音楽を形づくっている要素を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や雰囲気を
感受しながら，わが国や世界の音楽に
おける声や楽器の音色の特徴と表現上
の効果とのかかわりを感じ取って，その
文化的・歴史的背景を踏まえて音楽の
価値を考え，よさや美しさを主体的に味
わって聴いている。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3
合唱と合奏の豊かな響

き

合唱活動に関心をもち，器楽
合奏付きの合唱曲の特徴と表
現上の効果とのかかわりを理
解し，表現を工夫してクラス合
唱をする。

歌唱 ○主よ人の望みの喜びよ
〇(I Can't Get No) Satisfaction
〇We Are The Champions
○Love Me Tender

〇 ○ ○ ○ 〇

合唱と器楽合奏との組み合わせの特徴
に関心をもち，それらの表現上の効果を
生かして合唱することに主体的に取り組
もうとしている。

音色，リズム，旋律，テクスチュア，構成
を知覚し，それらの働きが生み出す特
質や雰囲気などを理解しながら，合唱と
器楽合奏との組み合わせを生かして，
イメージをもって音楽表現を工夫し，ど
のように歌い合わせるか表現意図を
もっている。

合唱と器楽合奏との組み合わせの特徴
を理解し，イメージをもって声を合わせ
るために必要な歌唱の技能を身に付
け，個性豊かに表している。

○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇

1
学
期

学習指導要領

鑑賞

表現

器楽 創作

内容の取り扱い

歌唱 （３）「音楽Ⅰ」(2)～(8)

（１） （２）

評価規準例

学
期

月 学習のねらい題材名・単元名 テク
ス

チュ
ア

強弱

音楽を形づくっている要素

表現

形式 構成

2
学
期

○ ○

12
和楽器(箏)の響きと日本

の音楽

日本及び世界の民謡，郷土の
音楽の旋律や，声・楽器の音
色の特徴，それらの楽曲の文
化的・歴史的背景に関心をも
ち，音楽に対する理解を深め
る。

23
学
期

◎各学校の地域にある郷土の
音楽
○こきりこ節

◎世界の声と楽器
○草原情歌
○故郷の春

□『管弦楽のための木挽歌』から
○佐渡おけさ

○一本の大きな木
□Agbekor

□六段の調

◎能『羽衣』
◆羽衣伝説と日本の音楽・芸
能
◆日本音楽の流れ

旋律

グループごとに曲を選択する。
□ニュー・シネマ・パラダイス　□二人だけの映写会　□愛のテー
マ　□『交響曲 第7番』から第2楽章　□「Ｈｅａｒｔ　ａｎｄ　Ｓｏｕｌ」によ
るギター・エチュード　□「これは何とすばらしい響きだ…」によるギ
ター・エチュード　□Ｌｏｖｅ　Ｍｅ　Ｔｅｎｄｅｒ　□タラのテーマ　□風の
谷のナウシカ～エンディング～　□風たちの会話　□５月の夢の歌
◆Start Up! -Playing the Guitar-
◆リコーダー運指表

学習
の領
域

教材
○歌唱教材　　◇諸要素，創作教材　□器楽教材

　◆知識理解教材　◎鑑賞教材
（自作教材を含む）

〇能『羽衣』から上歌
□『もののけ姫』から
□松の緑～前弾～
□『管弦楽のための木挽歌』から
□こきりこ節
□佐渡おけさ

グループごとに曲を選択する。
○３６５日の紙飛行機　○糸　○Yesterday once more　○
Nowhere Man

生徒が曲を選択する。
◎交響曲第７番イ長調　◎『12の練習曲』から第12曲ハ短調「革
命」op.10-12　◎パラード　◎朱鷺によせる哀歌 op.12　◎交響曲
第５番 ニ短調 op.47
◆史跡でたどる西洋音楽史　◆作曲家たちの足跡　◆西洋音楽
楽曲のいろいろ　◆音楽史と史実　◆音楽の魅力を言葉で伝えよ
う

速度音色
リズ
ム

○
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